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研 究 課 題     ： 推論時スケーリング則に意図推定能力の向上は従うのか                                      

                                             

                                             

  （英文） Do improvements in intent estimation ability follow scaling laws during inference                                     

                                             

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

  ChatGPT等の大規模言語モデル（LLM）において、モデル規模や計算量に伴い性能が向上する「推

論時スケーリング則」は広く知られているが、ユーザーの不足情報を補う「意図推定能力」がこの

法則に従うかは未解明である 。本研究は、対話システムに不可欠なこの能力を定量的に検証するこ

とを目的とする 。具体的には、質問生成能力を測る IN3データセットを用い、高性能な GPT-5と軽

量な Gemini 2.5 Flash の性能差を比較する 。情報の不足度をタスク難易度と定義し、難易度が上

がるほどモデル間の性能差が拡大するという仮説を立て、高難易度データとそうではないデータを

用いて検証を行う 。実験の結果、仮説に反して性能差は難易度によらず一定であり、意図推定は従

来の推論深度とは異なる能力軸である可能性が示唆された 。本研究は、推論時スケーリング則の適

用範囲を再検討し、次世代の AI評価における新たな視点を提供するものである 。                                                      

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

  実験の結果、GPT-5 と Gemini 2.5 Flash の質問包含率の差は、全データセットにおいて約 23%

でほぼ一定であった 。難易度が高いほど性能差が拡大するという仮説に反し、意図推定能力はモデ

ルの規模や推論深度に依存する「推論時スケーリング則」に必ずしも従わないことが明らかになっ

た 。また、高難易度タスクにおいてスコアがわずかに上昇する「タスク強制効果」を確認した。こ

れは、情報の曖昧さがモデルに質問を強いる結果、必須質問との一致度を高めたものと推察される 。                                           

仮定とは異なった結果となったが、有意義な結果にはなったと思っている。                                            
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